第１０章　電気、ガス、水道
概況
　昭和55年度の府下における、電気の需要は増加し供給量は減少した。ガス・水道では前年同様、需給ともに増加するに至った。
　電力使用量は、前年に比べ2.5パーセントの減少、ガス使用量は23.1パーセントの増加、上水道給水量は1.6パーセントの増加となった。また、下水道の排水施設普及率は、2.6パーセント上昇して54.8パーセント、下水道の処理施設普及率も1.6パーセント増の53.1パーセントとなった。
電気事業
　昭和55年度における電灯需要の契約口数をみるとその総数は、335万４千口をかぞえ前年の328万２千口に対し2.2パーセントの増加を示した。その内訳をみると定額制のものは40万８千口と前年に比べ3.1パーセント、従量制は293万９千口で2.1パーセントとそれぞれ増加を示している。又、契約口数の増加と相反して、その使用電力量は856万メガワット時と前年より2.5パーセント減少し、１口当たりの年間使用量も前年に比べ4.6パーセント減の2552キロワット時となった。
　一方電力需要についてみると、契約口数は46万７千口をかぞえ、その使用量は2695万７千メガワット時で、前年に比べそれぞれ、4.0パーセントの増、1.4パーセントの減であった。
　このうち500キロワット未満の需要家数は、総需要家数の99.6パーセントとその大部分を占めている。契約電力では798万キロワット、使用電力量では1038万９千メガワット時となり、それぞれ62.8パーセント、38.5パーセントのウェイトを占めている。前年に比べ、契約電力は2.6パーセントの増加、使用電力量は1.4パーセントの減少であった。
　なお500キロワット以上の大口電力契約による需要家数は1795件で前年より2.6パーセント増加し、使用電力量は1657万メガワット時で1.7パーセントの減少となった。
都市ガス
　大阪ガス株式会社における昭和55年中のガス生産量は、61億6456万立方メートルと前年の50億8937万立方メートルに対し、21.1パーセントの大幅増加を示した。これは、混入ガス生産量が大きく寄与したもので、50億9228万立方メートルで前年比23.3パーセントの増加となっている。又、減少を続けていた石炭ガス生産量も、５年ぶりに10億7228万立方メートルと前年比11.7パーセントの増加を示している。
　一方、消費量は40億5681万立方メートルと前年比23.1パーセントの増加となり、用途別で、19億8734万立方メートルと全体の49.0パーセントを占める家庭用が5.5パーセント増であるのをはじめ、すべて増加となっている。特に、家庭用に続き全体の31.3パーセントを占める工業用が、12億6809万立方メートルで90.0パーセントと著しい増加を呈している。
　又、地域別に消費量をみると､大阪市地域が､全体の38.0パーセントを占め、続いて泉北地域が25.0パーセントとなっている。
水道
　上水道の給水総量をみると、年間配水量は12億4962万立方メートルで前年に比べ3.3パーセントの減となった。これを地域別にみると大阪市地域が５億4452万立方メートルで全体の43.6パーセントを占めている。
　栓数は、256万3735件で前年に比べ0.7パーセントの増となったが、給水総量と同様に有収水量は2.8パーセントの減となった。
　又､１人１日平均配水量は412リットルで前年に比べ15リットル減少した。これを市町村別にみると､大阪市が583 リットルで第１位である。
　工業用水の使用状況をみると、１日当たりの総使用量は前年比0.5パーセント増の950万８千立方メートルとなった。
　このうち淡水の使用量は805万２千立方メートルで全体の84.7パーセントを占めている。これを水源別（淡水）にみると回収水が大半の83.7パーセントを占めており、次いで工業用水道9.1パーセント､上水道3.1パーセントとなっている。産業別使用量（淡水）では、化学が51.2パーセント､鉄鋼24.0パーセントでこの２業種が全体の四分の三を占めている。
　次に府下における昭和55年度末現在の下水道の普及率をみると、排水施設が54.8パーセントで前年より1.3増となっている。これを地域別にみると、大阪市地域が排水施設、処理施設ともに98.1パーセントで8地域中最高である。
　また、都市下水路延長では、都市計画決定が､10万6200メートル、供用開始が６万60メートルとなっている。
